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金
揮
官
蹴
志
巻
廿
八

後
木
，
新
保
た
る
今
の
地
へ
移
柑
押
し
た
る
由
也
。
按
宇
る
花
、
陀
羅
尼

鍛
治
町
と
い
ふ
は
、
今
の
鍛
治
町
の
如
〈
聞
ゆ
れ
ど
、
高
治
二
年
七

月
奉
公
人
鰯
入
居
住
替
断
書
に
、
内
田
甚
太
夫
先
年
西
町
・
片
原
町

に
罷
在
魔
、
今
程
袋
町
う
し
ろ
常
縮
寺
屋
敷
に
罷
在
。
と
見
b
、
漸

得
雑
記
に
載
せ
た
る
本
町
家
故
調
書
に
、
四
軒
袋
町
後
目
常
縞
寺
屋
敷

と
あ
り
。
さ
れ
ば
慶
長
十
二
年
に
陀
羅
尼
鍛
治
町
陀
於
て
寺
地
を
賜

は
り
、
初
て
鎗
立
せ
し
は
‘
則
ち
袋
町
の
尻
地
た
る
常
隅
寺
上
グ
地
町

と
呼
ぺ
る
地
に
て
.
そ
の
か
み
此
の
地
漣
に
陀
羅
尼
勝
家
・
勝
固
た

E
の
刀
鍛
冶
共
居
住
せ
し
故
花
、
陀
羅
尼
鍛
治
町
と
呼
ぴ
た
り
し
と

聞
ゆ
。
さ
て
其
の
後
寺
地
を
召
上
げ
ら
れ
、
木
J

新
保
へ
移
縛
の
後
、

跡
地
に
町
家
四
戸
建
ち
た
り
し
か
ど
、
そ
の
後
も
常
踊
寺
屋
敷
と
稽

し
た
る
も
の
な
り
。
是
則
ち
常
縞
寺
上
φ

地
町
と
呼
ぺ
る
地
た
り
し

事
知
ら
れ
け
り
。
陀
羅
尼
鍛
冶
町
の
町
名
は
早
く
絶
え
た
る
に
や
。

常
縞
寺
の
明
細
幌
に
蛾
せ
た
る
の
み
に
で
、
外
に
所
見
注
し
。
ま
た

常
縞
寺
の
遺
跡
も
、
今
は
鮮
か
た
ら
宇
。

。

彦

三

町

此
の
町
は
、
醤
藩
中
は
都
て
藩
士
の
邸
地
陀
て
、
一
番
丁
よ
り
七
番

丁
ま
で
あ
り
て
、
普
よ
り
不
破
彦
三
及
び
同
姓
の
人
々
愛
に
居
住

金
滞
古
蹴
志
巻
廿

λ

す
。
故
に
彦
三
町
と
呼
ぺ
り
。
一
万
藤
六
年
の
士
艇
に
、
不
破
彦
三
宅

地
彦
三
二
番

T
.
不
破
様
丞
彦
三
五
番
丁
‘
不
破
傭
兵
衛
彦
三
二
番

了
。
と
職
せ
た
り
。
叉
改
作
所
欝
記
に
戦
せ
た
る
質
永
七
年
八
月
・
の
上

申
書
に
、
河
北
郡
山
上
村
ど
さ
や
七
兵
衛
儀
、
金
滞
彦
三
股
二
番
町

夜
番
人
相
勤
云
々
。
と
い
ふ
事
見
え
た
り
。
此
の
時
代
迄
は
彦
三
殿

町
と
も
呼
ぴ
た
る
た
る
ぺ
し
。

O
不
破
彦
三
邸
地

延
貨
の
金
津
間
に
左
の
如
く
之
を
載
せ
た
り
。
事
保
九
年
の
士
艇
に

も
、
四
千
五
百
石
不
破
右
京
彦
三
二
番
了
。
と
あ
り
て
、
子
孫
世
主
迎

綿
し
‘
厳
蕃
置
鯨
の
際
も
移
住
の
事
た
く
‘
今
に
歪
り
敏
代
此
の
邸

地
共
の
値
に
て
益
z
家
勢
を
訟
と
さ
4
1，
隆
盛
に
て
、
三
百
許
年
居
住

せ
し
は
.
鶴
海
中
に
て
大
身
に
は
貨
に
不
破
氏
一
家
た
ら
ん
か
。

。
不
破
彦
三
直
光
侮

不
破
氏
は
、
飽
先
以
来
美
濃
の
園
侍
友
り
。
故
陀
不
磁
を
mm践
と
す
。

織
田
信
長
公
の
時
、
不
破
河
内
守
光
治
・
共
の
子
彦
三
直
光
父
子
、
共

に
信
長
公
に
奉
仕
す
。
天
正
三
年
九
月
越
前
闘
に
於
て
十
高
石
を
不

破
河
内
守
・
佐
々
内
磁
助
・
前
回
叉
左
衛
門
三
人
へ
賜
は
り
.
三
高
三

千
石
宛
配
分
し
、
不
破
河
内
守
は
同
園
大
野
城
に
居
す
。
信
長
公
の

+ 

朱
印
般
の
第
如
v
左。

越
前
園
之
儀
、
多
分
柴
田
令
a
鋸
悟
-
候
。
雨
三
人
を
ば
柴
岡
震
=
闘
附
一

雨
郡
申
付
置
候
僚
.
普
惑
を
ば
柴
聞
方
よ
り
可
a
告
越
-
候
。
互
に
勝
合

候
様
に
ふ
υ
別
専
一
一
に
候
。
於
昌
用
拾
-
は
可
ν
僑
a
曲
事
-
者
也
。

天

正

三

平

丸

月

自

信

長

朱

印

不
破
河
内
守
殿

佐
々
内
磁
助
殿

前
回
叉
左
衛
門
殿

一
、
宛
行
二
郡
中
、
寺
庵
領
・
枇
領
悉
可
v
相
-
議
之
↓
給
人
衆
有
v
之
領

内
、
寺
枇
領
可
v
毎
E

同
前
↓
但
何
v
事
給
人
民
可
v
遺
v
之
も
可
勘
右
リ
ル
之
事
。

一
、
織
岡
大
明
…
脚
領
之
儀
に
付
、
先
組
別
而
子
細
有
v
之
儀
に
候
閥
、

一
切
不
v
可
v
落
v
之
事
。以

上

天
正
三
年
九
月
廿
三
日

不
破
河
内
守
殿

佐
々
.
内
務
助
殿

前
回
叉
左
衛
門
殿

朱

印

任
-
-
御
朱
印
之
官
一
英
方
御
知
行
所
惣
五
ケ
庄
井
柚
尾
庄
之
内
火
打
村




